(別添様式１)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：防災総務費
	事業名: ＳＰＥＥＤＩネットワークシステム端末運営等事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　知事直轄　危機管理部門　防災課　防災通信担当　電話番号：058-272-1111（内2745）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11115@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：16,947千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


県では、原子力防災対策の充実・強化に関し、モニタリングポスト等での放射線モニタリング体制の強化、原子力防災講習会の実施や研修受講などによる防災関係職員の人材育成、平常時及び緊急時における専門家からの助言体制の整備を図ってきた。

そのような中、昨年１１月に、「防災対策を重点的に充実すべき地域」の案として、新たに３０ｋｍ圏内の「緊急時防護措置を準備する区域（ＵＰＺ）」が示され、本県の一部がその範囲に含まれることとなった。新年度政府予算案（１２月２４日閣議決定）で「ＳＰＥＥＤＩネットワークシステム」から情報を得られる対象自治体に本県が含まれることとなったが、同システムに接続した端末を整備することにより、緊急時におけるその時点の気象条件を用いたＳＰＥＥＤＩ計算結果を把握することで、より実効性のある緊急時対応を講じるものとする。
（１）SPEEDIネットワークシステム端末運営費

・県庁等への通信回線の敷設、端末設置、その保守・運営のために必要な経費
（２）SPEEDI端末用地域情報データ整備費

・SPEEDI端末に入力可能な地域情報データ（人口、避難施設・学校・病院の所在地、緊急時モニタリング地点）に関するデータを収集し、SPEEDIに入力可能なデータ形式に取りまとめるために必要な経費

・別途実施する放射性物質拡散想定調査結果を踏まえて行う、第２段階の「地域防災計画の見直し」に合わせ、これら地域情報データを整備
	２　所要経費


（１）SPEEDIネットワークシステム端末運営費
　　　　平成２４年度　　　　委託料　　　12,999千円

　　　　　　　　　　　　　　通信費　　　　 663千円

　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　13,662千円
平成２５年度以降　　
　　　　　　　　　　委託料　　　 7,819千円

　　　　　　　　　　通信費　　　 1,272千円

　　　　　　　　　　　計　　　　 9,091千円　　　　　　　　　　
（２）SPEEDI端末用地域情報データ整備費
　平成２４年度　　　　委託料　　　3,285千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
６ 社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる
・地域では実施できない支援を推進する
	２　これまでの取組状況


これまで、本県周辺の原子力事業所における原子力災害の直接的な影響が本県に及ぶことは想定していなかったが、本県周辺で原子力災害が発生した場合には、本県県民の不安解消等に努める必要があることから、モニタリングポストでの放射線モニタリングなど必要な対策を進めてきた。
	３　これまでの取組に対する評価


これまでの対策に加え、「ＳＰＥＥＤＩネットワークシステム」に接続した端末を整備することにより、緊急時におけるその時点の気象条件を用いたＳＰＥＥＤＩ計算結果を把握することで、より実効性のある緊急時対応を講じるものとする。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	16,947
	13,662
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,285

	決定額
	16,947
	13,662
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	3,285


